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ダム貯水池の底層改善による藻類増殖抑制手法
10:15～10:35
　夏季にアオコの発生が問題
となっているダム貯水池におい
て、嫌気化した底層停滞水域
に高濃度酸素水供給装置な
どを使用して高濃度酸素を供
給し、鉄やマンガンなどの金属
類の溶出を抑えることで、藻類
の増殖を抑制する水質管理手
法です。

【河川管理技術】

総合洪水解析システム（IFAS）
10:35～10:55

ロータリ除雪車対応型アタッチメント式路面清掃装置
11:15～11:35
　アタッチメント式路面清掃装置を既存のロータリ除雪車
に装着させることで、道路除雪機械などの専用車を通年活
用することが可能です。従来の機械経費と比較してコスト縮
減が可能です。

【道路管理・斜面防災技術】

杭付落石防護擁壁工
11:35～11:55
　杭付落石防護擁壁工は、基礎杭を擁壁内まで立ち上げ
フーチングを設けずに、土留壁勾配を垂直として、基礎杭頭
部を鉄筋コンクリート構造で結合するパイルベント式の落石
防護擁壁にすることにより、斜面法尻の掘削を最小限にし、
施工時の安全性確保およびコスト縮減を図る工法です。

14:30～14:50

【長寿命化・持続可能技術】

【土工・地盤改良技術】

コラムリンク工法（経済的に沈下と側方流動を抑制できる杭・壁併用型地盤改良工法）
16:40～17:00
　軟弱地盤上の盛土工事におい
て、杭状の改良体と壁状の改良体
を機能的に配置し、これらを繫ぎ材
などで連結、拘束して沈下や側方流
動を経済的に抑制できる工法です。

17:00～17:20

地すべりのすべり線形状推定技術
11:55～12:15
　地すべりの発生初期におい
て、斜面を横断する一断面の地
表面変位ベクトルを何点か計測
し、そのデータをパソコン上で入
力するだけで迅速に当該断面
のすべり線形状を推定して作図
できる技術です。応急の緊急対
策を検討するのに必要な制度
で推定することができ、危険を伴
う現場でボーリング調査を行う必要がなく、工期も調査ボーリングの場合の数週間から
1日に短縮可能です。

 

 

広島

　コンクリート構造物の耐久性向上・長寿命化を目的とした表面被覆材で、従来品同
等の遮蔽性、ひび割れ追従性、防食性、施工性を有する上に、透明であるため、被覆
後にも目視点検が可能な技術です。

タフガードクリヤー工法（コンクリート用透明表面被覆材）

15:10～15:30
　下水処理工程の汚泥濃縮プロセスにおいて、重力濃縮槽の汚泥掻寄機にみずみ
ち棒を設置し、下水汚泥をより高濃度に濃縮する技術です。従来の機械濃縮に比べ
1/10のコストで導入が可能であり、濃縮に伴って汚泥処理のランニングコストも縮減
できます。苫小牧市等の自治体（１１処理場）において採用実績があります。

みずみち棒を用いた下水汚泥の重力濃縮技術

　軟弱地盤改良に用いるセメント系改良体
の配置密度を、アーチ効果を考慮して低く
できる設計法です。低改良率とすることで、
従来と比較し最大７割程度の工期短縮と３
割程度以上のコスト縮減が可能です。

ALiCC工法（低改良率セメントコラム工法）

16:20～16:40
　土に短繊維を混合し、切土法面や河川堤
防、道路盛土法面等の保護、雨水等による耐
侵食性を向上させる技術です。建設発生土の
有効利用にも寄与します。
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　グラフィカルインターフェー
スにより、迅速かつ容易に、土
研分布型モデルを活用して、
洪水予警報システムが構築
でき、地上観測雨量、衛星観
測雨量を用いた洪水流出解
析が可能です。将来的には
レーダ観測雨量にも対応予
定です。

振動検知式土石流センサー
10:55～11:15
　流下する土砂等の振動波形を測定し、土石流の発生をリアル
タイムで検知するセンサーです。従来のワイヤーセンサ－と比べ
て、連続して土石流を検知することができ、設置に際して河床に
立ち入る必要がないため作業時の安全性が確保できます。また、
観測した振動波形から土石流の大小を推定することもできます。
　土石流検知特化型、現場汎用型、無線運用型の3タイプを開発しており、新燃岳
等の防災対策で活用されています。

インバイロワン工法（環境対応型の鋼構造物塗膜除去技術）
14:50～15:10
　鋼構造物の塗膜に新開発のはく離剤を塗付し、シート状に
軟化させて除去・回収する工法です。ブラスト工法に比べて８
割程度のコスト縮減や騒音・塗膜ダスト飛散等の環境負荷
低減、工期半減が可能です。

塗膜の除去状況


